 
Q２−２
・ヒトのABO式血液型を決める『もの』（対立遺伝子）はA、B、Oの３つある。
・AとBはOに対してそれぞれ優性である。
・血液型を決めるものを２つ持つAがOに対して優性なので血液型としてはA型—優性の法則
・配偶子（卵子・精子）には１つずつ入る−分離の法則

以下のスペースに図を自分で書いてください。（第３週のスライド参照）













Q３−２
以下図を書くスペース（第４週のスライド参照）














Q４−１
	１
	NG
	モミジの葉の色
	緑
	紅

	２
	○
	ナスビの実の形
	丸
	長

	３
	
	アサガオの花の模様
	斑入り
	均一

	４
	△
	イネの収量
	多い
	少ない

	５
	
	ヒトの体重
	重い
	軽い

	６
	○
	ヒトの眼の色
	茶
	青

	７
	○
	ネコの毛色
	黒
	三毛

	８
	NG
	アマガエルの体色
	緑
	茶




Q４−２
親　♂WWRR×♀CCBR
子（F１）　CWBR×CWRR
孫（F２）　①CP•B：②CP•R：③WF•B：④WF•R
　　　　　　３：　　３：　　　１：　　　１

解説
まず劣勢形質をもつ♂がWWRRであることが決まります。（劣勢の配偶子を２つ持たないと劣勢形質が出ないので）
次に子が全てCPであることから♀がCCであることが決まり、
子のBとRの分離比が１：１であることから♀がBRであることが決まります。

Q５−２
· ポリヌクレオチド中の隣り合うヌクレオチドの塩基に制約がないので、塩基の並びとしては　
ほぼ無限の多様性を持ちうるから。
・場合の数としては４nになる。
· ヒトの場合、デオキシリボヌクレオチドが３０億個連結しているので、
場合の数としては４３０億になる。

Q６−１
・DNAは２本鎖、RNAは１本鎖
・糖の種類がDNAはデオキシリボースだがRNAはリボース
· 塩基の種類が異なるDNAはチミン（T）だがRNAはウラシル（U）

Q６−２
必要な場面（タイミング）で必要なタンパク質のみが作られるから。

Q７−１
(A) 14.5　
(B) 14.5：15 、１：１
以下半保存的複製の図を書くスペース（第８週のスライド参照）






Q７−２
· 全体か部分的か
· 合成されるのがDNAかRNAか
· 目的が異なる（その細胞で必要なタンパク質を作るか、次の世代の細胞へ分子をつなぐか）
· ２重鎖の分子ができるか、１本鎖の分子ができるか
· 関与する合成酵素、あるいはプライマーの必要性
· 鋳型になれるのが両方のポリヌクレオチドか、一方か
· 合成後、離れるか、離れないか

Q８−１
プロモーター：転写因子の助けを借りてRNA合成酵素がDNAに結合する領域

ターミネーター：転写の最後でRNA合成酵素がDNAから解離する領域


Q９−１
タンパク質の三次（高次）構造は静電気的相互作用、水素結合等の弱い非共有相互作用によって規定されている。したがって、周囲に荷電したイオンが増加すれば、静電気的相互作用はキャンセルされる可能性がある。またpHが上昇すると、水素結合は不安定になる。そのためこれらの要因によってタンパク質の三次構造が変化すると、それに依存する機能も変化する。



Q１０−１
・１つのAから作られるタンパク質が十分な量存在する（表現型を決定できる）
したがって十分な量のタンパク質が存在しないときには優性の法則は成立しない（不完全優性）
· ヘテロでは一方の（優性）対立遺伝子のみが活性化する。

Q１１−１
遺伝子は複製によって各細胞に分配されるのでゲノムはほぼ全て同一であるが、
異なる細胞や組織では発現するタンパク質が異なるのでプロテオームは異なる。

Q１２−１
· （現在でも）RNAは触媒能を持ち、酵素として機能できるから。
· １本鎖であり、DNAよりは構造が単純で、偶発的に形成しうる（のだろう、多分）

Q１２−２
リン脂質の２重膜である細胞膜の、脂肪酸で満たされた内側を貫通している部分では疎水性のアミノ酸が集まっている。
[bookmark: _GoBack]→タンパク質のこういう領域を『膜通過ドメイン』という。
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